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目的	

遺伝子発現制御ネットワークにおいて、遺伝子同士が「相互制御」することで実現している「協
同的な遺伝子発現」の制御メカニズムを解明する．	


内容	

遺伝子発現制御ネットワークモデルの進化シミュレーションにより、協同的な遺伝子発現制御
メカニズムをもつネットワークを構築しその性質を調べる．システムを要素に還元するのでは
なく、ネットワーク全体を１つの系として捉えることで、多体相互作用に起因する効果まで含め

たより正確な遺伝子発現制御メカニズムについて考察をおこなう． 	


結果	

•  協同的な遺伝子発現制御メカニズムをもつネットワークの構築	

•  協同的制御メカニズムをもつネットワークが進化するための条件探査	


•  協同的制御メカニズムについての考察	


利用した計算機	

•  PCクラスタ	


1

44

42

2

3227

3

15

23

4

6

34

5

3643

46

47

48

49

50

14

9

24

16

8

13

19

20

37

1040

1129

12

17

18 26

45

28

35

30

22

25

41

図．構築したネットワーク例	



